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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自然サーモキャリアの熱作動で対流する放熱システムであって、
　熱貯蔵がより安定する地層、地表、池、湖、川、砂漠、氷山又は海洋などの固体又は液
体のサーモキャリアに能動熱作動器を設けて、能動熱作動器の両端にそれぞれ流体の配管
を設けることで、それぞれ温度差体及び放熱を受ける温度差体に流れ、熱作動で対流する
装置を構成し、熱作動で対流する装置を通して、温度差体より進入口配管から能動熱作動
器（１０８）に入るより低い温度の流体が加温されるので、流体の寒い時下がり、暑い時
上がる特性を利用して、対流機能を生じさせ、又、出口配管から放熱を受ける温度差体に
流れることで、開放型の放熱システムが構成され、或いは、配管を通して能動放熱器（２
０１）に流してから、再び配管を通して能動熱作動器（１０８）に流れて戻ることで、封
鎖型の放熱システムが構成され、
　その構造の特徴は下記のものを含み、
　自然サーモキャリア（１０１）は、熱貯蔵がより安定する地層、地表、池、湖、川、砂
漠、氷山又は海洋などの固体又は液体のサーモキャリアであり、
　温度差体（１０２）は、より低い温度の気体、固体又は液体に関するものであり、それ
を常態で熱交換流体（１０４）と接触させることで、相互に均等な熱伝導を行なえるもの
であり、
　放熱を受ける温度差体（１０３）は、気体、固体又は液体で構成される特定の機能空間
又は構造であり、それによって、システムの運転中、直接又は間接で能動熱作動器で加温
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される熱交換流体で釈放されるサーモエネルギーの気体、固体又は液体を受けるものであ
り、それは屋根、路面、温室、水池、加温又は凍結防止の構造体で構成されるものであり
、
　熱交換流体（１０４）は、熱貯蔵及び熱伝導の性質を有する気体又は液体で構成するも
のを含み、又、それを常態で温度差体（１０２）と接触させることで、相互に均等な熱伝
導を行なえるものであり、
　熱作動で対流する装置（１００）は、少なくとも１個のより低い熱交換流体が下に流れ
る流体の配管（１０６）に流れていくことを提供することで、自然サーモキャリアの中に
設けられる少なくとも１個の能動熱作動器（１０８）の底部と繋がるもの、及び少なくと
も１個の加温した後の熱交換流体（１０４）が上に流れる流体の配管（１０７）を提供す
ることで、能動熱作動器（１０８）の上方流体の出口と繋がるもので構成されるものであ
り、
　流体の配管（１０６）及び流体の配管（１０７）は、丸形又はその他幾何形状を呈する
パイプ形状の構造物又は建築の構造体で構成され、又は、自然サーモキャリアの中の通路
で構成され、下に流れる流体の配管（１０６）とその接触する自然サーモキャリア（１０
１）との間に断熱構造（１０９）を備え、或いは、直接断熱材料で配管を構成し、その中
で、少なくとも１個の下に流れる流体の配管（１０６）は、より低い温度の熱交換流体（
１０４）が下に流れる流体の配管（１０６）の進入口（１１１）を経由してから、熱作動
で対流する装置（１００）の能動熱作動器（１０８）のより低い部分に入ることを提供し
、又、少なくとも１個の上に流れる流体の配管（１０７）が、熱作動で対流する装置（１
００）の能動熱作動器（１０８）の上端から放熱を受ける温度差体（１０３）に流すこと
で、熱交換流体（１０４）を上に流れる流体の配管の排出口（１１２）を経由して、放熱
を受ける温度差体（１０３）に排出するものであり、
　能動熱作動器（１０８）は、熱作動で対流する装置（１００）のより低い所に設けられ
、その材料は、熱伝導特性がある材料であり、又、自然サーモキャリア（１０１）と熱伝
導状態の構造形態を維持し、又は、直接自然サーモキャリア（１０１）の内部に流体を流
通させる空間を利用して、直接能動熱作動器の機能を構成することで、前述の熱伝導特性
の材料で作られる能動熱作動器（１０８）の代わりとして使われ、能動熱作動器のケース
は更に熱伝導フィンを増設し、
　更に丸形又はその他幾何形状のパイプ構造をループ形状パイプに貫通して設けることで
構成され、又、両者の間に断熱構造を設けるか、直接断熱材料で構成し、その構成は、丸
形又はその他幾何形状を呈するパイプ構造体の配管がループ形状パイプ構造体を呈する配
管との間で断熱効果があり、それを貫通して結び付けることで構成され、
　それは、少なくとも１セットのパイプ直径がより小さい配管（３３２）をループ形状の
パイプで構成される配管（３３３）の内穴に貫通して設けて、両者は直接接触し又は両者
の間に選定された隙間が形成され、パイプ直径がより小さい配管（３３２）がより低い温
度の温度差体（１０２）からより低い温度の流体を導入して下げてから、能動熱作動器（
１０８）に導入し、
　又、ループ形状のパイプで構成される配管（３３３）に、能動熱作動器（１０８）によ
って加熱するより高い温度の流体を放熱受ける温度差体（１０３）を自然サーモキャリア
（１０１）に導入し、
　又、２種の配管の底部が共同で自然サーモキャリア（１０１）の中の能動熱作動器（１
０８）と繋がることで、開放型の放熱システムが構成され、
　又、能動熱作動器（１０８）がその外部に熱伝導フィン（１００１）を増設して、その
内部に逆流を防止する止め板を設置することを特徴とする自然サーモキャリアの熱作動で
対流する放熱システム。
【請求項２】
　自然サーモキャリアの熱作動で対流する放熱システムであって、
　熱貯蔵がより安定する地層、地表、池、湖、川、砂漠、氷山又は海洋などの固体又は液
体のサーモキャリアに能動熱作動器を設けて、能動熱作動器の両端にそれぞれ流体の配管
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を設けることで、それぞれ温度差体及び放熱を受ける温度差体に流れ、熱作動で対流する
装置を構成し、熱作動で対流する装置を通して、温度差体より進入口配管から能動熱作動
器（１０８）に入るより低い温度の流体が加温されるので、流体の寒い時下がり、暑い時
上がる特性を利用して、対流機能を生じさせ、又、出口配管から放熱を受ける温度差体に
流れることで、開放型の放熱システムが構成され、或いは、配管を通して能動放熱器（２
０１）に流してから、再び配管を通して能動熱作動器（１０８）に流れて戻ることで、封
鎖型の放熱システムが構成され、
　その構造の特徴は下記のものを含み、
　自然サーモキャリア（１０１）は、熱貯蔵がより安定する地層、地表、池、湖、川、砂
漠、氷山又は海洋などの固体又は液体のサーモキャリアであり、
　温度差体（１０２）は、より低い温度の気体、固体又は液体に関するものであり、それ
を常態で熱交換流体（１０４）と接触させることで、相互に均等な熱伝導を行なえるもの
であり、
　放熱を受ける温度差体（１０３）は、気体、固体又は液体で構成される特定の機能空間
又は構造であり、それによって、システムの運転中、直接又は間接で能動熱作動器で加温
される熱交換流体で釈放されるサーモエネルギーの気体、固体又は液体を受けるものであ
り、それは屋根、路面、温室、水池、加温又は凍結防止の構造体で構成されるものであり
、
　熱交換流体（１０４）は、熱貯蔵及び熱伝導の性質を有する気体又は液体で構成するも
のを含み、又、それを常態で温度差体（１０２）と接触させることで、相互に均等な熱伝
導を行なえるものであり、
　熱作動で対流する装置（１００）は、少なくとも１個のより低い熱交換流体が下に流れ
る流体の配管（１０６）に流れていくことを提供することで、自然サーモキャリアの中に
設けられる少なくとも１個の能動熱作動器（１０８）の底部と繋がるもの、及び少なくと
も１個の加温した後の熱交換流体（１０４）が上に流れる流体の配管（１０７）を提供す
ることで、能動熱作動器（１０８）の上方流体の出口と繋がるもので構成されるものであ
り、
　流体の配管（１０６）及び流体の配管（１０７）は、丸形又はその他幾何形状を呈する
パイプ形状の構造物又は建築の構造体で構成され、又は、自然サーモキャリアの中の通路
で構成され、下に流れる流体の配管（１０６）とその接触する自然サーモキャリア（１０
１）との間に断熱構造（１０９）を備え、或いは、直接断熱材料で配管を構成し、その中
で、少なくとも１個の下に流れる流体の配管（１０６）は、より低い温度の熱交換流体（
１０４）が下に流れる流体の配管（１０６）の進入口（１１１）を経由してから、熱作動
で対流する装置（１００）の能動熱作動器（１０８）のより低い部分に入ることを提供し
、又、少なくとも１個の上に流れる流体の配管（１０７）が、熱作動で対流する装置（１
００）の能動熱作動器（１０８）の上端から放熱を受ける温度差体（１０３）に流すこと
で、熱交換流体（１０４）を上に流れる流体の配管の排出口（１１２）を経由して、放熱
を受ける温度差体（１０３）に排出するものであり、
　能動熱作動器（１０８）は、熱作動で対流する装置（１００）のより低い所に設けられ
、その材料は、熱伝導特性がある材料であり、又、自然サーモキャリア（１０１）と熱伝
導状態の構造形態を維持し、又は、直接自然サーモキャリア（１０１）の内部に流体を流
通させる空間を利用して、直接能動熱作動器の機能を構成することで、前述の熱伝導特性
の材料で作られる能動熱作動器（１０８）の代わりとして使われ、能動熱作動器のケース
は更に熱伝導フィンを増設し、
　更に能動熱作動器（１０８）及び能動放熱器（２０１）の間に、より小さい穴直径のパ
イプ構造の配管をループ形状パイプに貫通して設けることで構成され、その構成は、丸形
又はその他幾何形状を呈するパイプ構造体の配管がループ形状パイプ構造体を呈する配管
との間に断熱効果があり、それを貫通して結び付けることで構成され、
　それは、少なくとも１セットのパイプ直径がより小さい配管（３３２）をループ形状の
パイプで構成される配管（３３３）の内穴に貫通して設けて、両者は直接接触し又は両者
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の間に選定された隙間を有し又は前記隙間に選定された充填物があり、
　又、２種の配管（１０６）とその接触する自然サーモキャリア（１０１）との間に断熱
構造（１０９）を備え、或いは、直接断熱材料で配管を構成し、パイプ直径がより小さい
配管（３３２）が、より低い温度の流体を導入して下げてから、能動熱作動器（１０８）
に導入し、
　又、ループ形状のパイプで構成される配管（３３３）に、能動熱作動器（１０８）によ
って加熱するより高い温度の流体を上昇させて、能動放熱器（２０１）に導入し、
　又、２種の配管の底部が共同で自然サーモキャリア（１０１）の中の能動熱作動器（１
０８）と繋がり、２種の配管のトップ部が共同でその上に設けられる能動放熱器（２０１
）と繋がり、
　又、放熱を受ける温度差体（１０３）の放熱を提供する能動放熱器（２０１）はループ
形状のパイプで構成される配管（３３３）のトップ部の封鎖端面（３３４）で拡大して形
成され、能動放熱器（２０１）の下側は、１セット以上の穴直径がより小さい配管（３３
２）のトップのガイドフローホール（３３５）と繋がることで、熱交換流体（１０４）が
能動放熱器（２０１）で放熱して温度を下げてから、配管（３３２）に沿って下げてから
温度を下げた後、その外部パイプ（１３０１）に沿って下げてから、能動熱作動器（１０
８）に流れて戻ることで、封鎖型の放熱システムが構成され、
　又、能動熱作動器（１０８）及び能動放熱器（２０１）は、その外部に熱伝導フィン（
１００１）を増設して、その内部に熱伝導及び逆流を防止する止め板を設置することを特
徴とする自然サーモキャリアの熱作動で対流する放熱システム。
【請求項３】
　自然サーモキャリアの熱作動で対流する放熱システムであって、
　熱貯蔵がより安定する地層、地表、池、湖、川、砂漠、氷山又は海洋などの固体又は液
体のサーモキャリアに能動熱作動器を設けて、能動熱作動器の両端にそれぞれ流体の配管
を設けることで、それぞれ温度差体及び放熱を受ける温度差体に流れ、熱作動で対流する
装置を構成し、熱作動で対流する装置を通して、温度差体より進入口配管から能動熱作動
器（１０８）に入るより低い温度の流体が加温されるので、流体の寒い時下がり、暑い時
上がる特性を利用して、対流機能を生じさせ、又、出口配管から放熱を受ける温度差体に
流れることで、開放型の放熱システムが構成され、或いは、配管を通して能動放熱器（２
０１）に流してから、再び配管を通して能動熱作動器（１０８）に流れて戻ることで、封
鎖型の放熱システムが構成され、
　その構造の特徴は下記のものを含み、
　自然サーモキャリア（１０１）は、熱貯蔵がより安定する地層、地表、池、湖、川、砂
漠、氷山又は海洋などの固体又は液体のサーモキャリアであり、
　温度差体（１０２）は、より低い温度の気体、固体又は液体に関するものであり、それ
を常態で熱交換流体（１０４）と接触させることで、相互に均等な熱伝導を行なえるもの
であり、
　放熱を受ける温度差体（１０３）は、気体、固体又は液体で構成される特定の機能空間
又は構造であり、それによって、システムの運転中、直接又は間接で能動熱作動器で加温
される熱交換流体で釈放されるサーモエネルギーの気体、固体又は液体を受けるものであ
り、それは屋根、路面、温室、水池、加温又は凍結防止の構造体で構成されるものであり
、
　熱交換流体（１０４）は、熱貯蔵及び熱伝導の性質を有する気体又は液体で構成するも
のを含み、又、それを常態で温度差体（１０２）と接触させることで、相互に均等な熱伝
導を行なえるものであり、
　熱作動で対流する装置（１００）は、少なくとも１個のより低い熱交換流体が下に流れ
る流体の配管（１０６）に流れていくことを提供することで、自然サーモキャリアの中に
設けられる少なくとも１個の能動熱作動器（１０８）の底部と繋がるもの、及び少なくと
も１個の加温した後の熱交換流体（１０４）が上に流れる流体の配管（１０７）を提供す
ることで、能動熱作動器（１０８）の上方流体の出口と繋がるもので構成されるものであ
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り、
　流体の配管（１０６）及び流体の配管（１０７）は、丸形又はその他幾何形状を呈する
パイプ形状の構造物又は建築の構造体で構成され、又は、自然サーモキャリアの中の通路
で構成され、下に流れる流体の配管（１０６）とその接触する自然サーモキャリア（１０
１）との間に断熱構造（１０９）を備え、或いは、直接断熱材料で配管を構成し、その中
で、少なくとも１個の下に流れる流体の配管（１０６）は、より低い温度の熱交換流体（
１０４）が下に流れる流体の配管（１０６）の進入口（１１１）を経由してから、熱作動
で対流する装置（１００）の能動熱作動器（１０８）のより低い部分に入ることを提供し
、又、少なくとも１個の上に流れる流体の配管（１０７）が、熱作動で対流する装置（１
００）の能動熱作動器（１０８）の上端から放熱を受ける温度差体（１０３）に流すこと
で、熱交換流体（１０４）を上に流れる流体の配管の排出口（１１２）を経由して、放熱
を受ける温度差体（１０３）に排出するものであり、
　能動熱作動器（１０８）は、熱作動で対流する装置（１００）のより低い所に設けられ
、その材料は、熱伝導特性がある材料であり、又、自然サーモキャリア（１０１）と熱伝
導状態の構造形態を維持し、又は、直接自然サーモキャリア（１０１）の内部に流体を流
通させる空間を利用して、直接能動熱作動器の機能を構成することで、前述の熱伝導特性
の材料で作られる能動熱作動器（１０８）の代わりとして使われ、能動熱作動器のケース
は更に熱伝導フィンを増設し、
　更に丸形又はその他幾何形状を呈するパイプ形状の同一サイズ又は異なるサイズの複数
セットのパイプ形状の構造を交差して設けることで構成される開放型流体の配管構造を使
い、
　それは、少なくとも１セットの導入口が、より低い流体の配管によって、より低い温度
の流体を下げてから導入することを提供し、
　又、少なくとも１セットの排出口が、より高い流体の配管によって、相対的により高い
温度の流体を上昇してから排出することを提供し、
　又、２種の配管（１０６）とその接触する自然サーモキャリア（１０１）との間に断熱
構造（１０９）を備えるか、直接断熱材料で配管を構成し、２種の配管の底部が共同で自
然サーモキャリアの中の能動熱作動器（１０８）と繋がることで、開放型の自然サーモキ
ャリアの熱作動で対流する放熱システムが構成され、
　又、能動熱作動器（１０８）の外部に熱伝導フィン（１００１）を増設して、その内部
に逆流を防止する止め板（１００２）を設置することを特徴とする自然サーモキャリアの
熱作動で対流する放熱システム。
【請求項４】
　自然サーモキャリアの熱作動で対流する放熱システムであって、
　熱貯蔵がより安定する地層、地表、池、湖、川、砂漠、氷山又は海洋などの固体又は液
体のサーモキャリアに能動熱作動器を設けて、能動熱作動器の両端にそれぞれ流体の配管
を設けることで、それぞれ温度差体及び放熱を受ける温度差体に流れ、熱作動で対流する
装置を構成し、熱作動で対流する装置を通して、温度差体より進入口配管から能動熱作動
器（１０８）に入るより低い温度の流体が加温されるので、流体の寒い時下がり、暑い時
上がる特性を利用して、対流機能を生じさせ、又、出口配管から放熱を受ける温度差体に
流れることで、開放型の放熱システムが構成され、或いは、配管を通して能動放熱器（２
０１）に流してから、再び配管を通して能動熱作動器（１０８）に流れて戻ることで、封
鎖型の放熱システムが構成され、
　その構造の特徴は下記のものを含み、
　自然サーモキャリア（１０１）は、熱貯蔵がより安定する地層、地表、池、湖、川、砂
漠、氷山又は海洋などの固体又は液体のサーモキャリアであり、
　温度差体（１０２）は、より低い温度の気体、固体又は液体に関するものであり、それ
を常態で熱交換流体（１０４）と接触させることで、相互に均等な熱伝導を行なえるもの
であり、
　放熱を受ける温度差体（１０３）は、気体、固体又は液体で構成される特定の機能空間
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又は構造であり、それによって、システムの運転中、直接又は間接で能動熱作動器で加温
される熱交換流体で釈放されるサーモエネルギーの気体、固体又は液体を受けるものであ
り、それは屋根、路面、温室、水池、加温又は凍結防止の構造体で構成されるものであり
、
　熱交換流体（１０４）は、熱貯蔵及び熱伝導の性質を有する気体又は液体で構成するも
のを含み、又、それを常態で温度差体（１０２）と接触させることで、相互に均等な熱伝
導を行なえるものであり、
　熱作動で対流する装置（１００）は、少なくとも１個のより低い熱交換流体が下に流れ
る流体の配管（１０６）に流れていくことを提供することで、自然サーモキャリアの中に
設けられる少なくとも１個の能動熱作動器（１０８）の底部と繋がるもの、及び少なくと
も１個の加温した後の熱交換流体（１０４）が上に流れる流体の配管（１０７）を提供す
ることで、能動熱作動器（１０８）の上方流体の出口と繋がるもので構成されるものであ
り、
　流体の配管（１０６）及び流体の配管（１０７）は、丸形又はその他幾何形状を呈する
パイプ形状の構造物又は建築の構造体で構成され、又は、自然サーモキャリアの中の通路
で構成され、下に流れる流体の配管（１０６）とその接触する自然サーモキャリア（１０
１）との間に断熱構造（１０９）を備え、或いは、直接断熱材料で配管を構成し、その中
で、少なくとも１個の下に流れる流体の配管（１０６）は、より低い温度の熱交換流体（
１０４）が下に流れる流体の配管（１０６）の進入口（１１１）を経由してから、熱作動
で対流する装置（１００）の能動熱作動器（１０８）のより低い部分に入ることを提供し
、又、少なくとも１個の上に流れる流体の配管（１０７）が、熱作動で対流する装置（１
００）の能動熱作動器（１０８）の上端から放熱を受ける温度差体（１０３）に流すこと
で、熱交換流体（１０４）を上に流れる流体の配管の排出口（１１２）を経由して、放熱
を受ける温度差体（１０３）に排出するものであり、
　能動熱作動器（１０８）は、熱作動で対流する装置（１００）のより低い所に設けられ
、その材料は、熱伝導特性がある材料であり、又、自然サーモキャリア（１０１）と熱伝
導状態の構造形態を維持し、又は、直接自然サーモキャリア（１０１）の内部に流体を流
通させる空間を利用して、直接能動熱作動器の機能を構成することで、前述の熱伝導特性
の材料で作られる能動熱作動器（１０８）の代わりとして使われ、能動熱作動器のケース
は更に熱伝導フィンを増設し、
　能動熱作動器と能動放熱器を複数セットのパイプ形状の構造と結び付けてから、交差し
て設けることで構成される封鎖型放熱システムを使い、その構造は、丸形又はその他幾何
形状を呈するパイプ形状の同一サイズ又は異なるサイズの配管、能動熱作動器（１０８）
及び能動放熱器（２０１）で構成され、
　それは、少なくとも１セットの導入口が、より低い流体の配管によって、温度差体（１
０２）より低い温度の流体を下げてから能動熱作動器（１０８）に導入し、
　又、少なくとも１セットの排出口が、より高い流体の配管によって、能動熱作動器（１
０８）で加熱するより高い温度の流体を上昇してから能動放熱器（２０１）に導入するこ
とで、放熱を受ける温度差体（１０３）に放熱を行い、
　又、２種の配管（１０６）とその接触する自然サーモキャリア（１０１）との間に断熱
構造（１０９）を備えるか、直接断熱材料で配管を構成し、２種の配管の底部が共同で自
然サーモキャリア（１０１）の中の能動熱作動器（１０８）と繋がることで、及びそのト
ップ部が共同でその上に設けられる能動放熱器（２０１）と繋がることで、封鎖型の自然
サーモキャリアの熱作動で対流する放熱システムが構成され、
　又、能動熱作動器（１０８）の外部に熱伝導フィン（１００１）を増設して、その内部
に逆流を防止する止め板を設置することを特徴とする自然サーモキャリアの熱作動で対流
する放熱システム。
【請求項５】
　自然サーモキャリアの熱作動で対流する放熱システムであって、
　熱貯蔵がより安定する地層、地表、池、湖、川、砂漠、氷山又は海洋などの固体又は液
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体のサーモキャリアに能動熱作動器を設けて、能動熱作動器の両端にそれぞれ流体の配管
を設けることで、それぞれ温度差体及び放熱を受ける温度差体に流れ、熱作動で対流する
装置を構成し、熱作動で対流する装置を通して、温度差体より進入口配管から能動熱作動
器（１０８）に入るより低い温度の流体が加温されるので、流体の寒い時下がり、暑い時
上がる特性を利用して、対流機能を生じさせ、又、出口配管から放熱を受ける温度差体に
流れることで、開放型の放熱システムが構成され、或いは、配管を通して能動放熱器（２
０１）に流してから、再び配管を通して能動熱作動器（１０８）に流れて戻ることで、封
鎖型の放熱システムが構成され、
　その構造の特徴は下記のものを含み、
　自然サーモキャリア（１０１）は、熱貯蔵がより安定する地層、地表、池、湖、川、砂
漠、氷山又は海洋などの固体又は液体のサーモキャリアであり、
　温度差体（１０２）は、より低い温度の気体、固体又は液体に関するものであり、それ
を常態で熱交換流体（１０４）と接触させることで、相互に均等な熱伝導を行なえるもの
であり、
　放熱を受ける温度差体（１０３）は、気体、固体又は液体で構成される特定の機能空間
又は構造であり、それによって、システムの運転中、直接又は間接で能動熱作動器で加温
される熱交換流体で釈放されるサーモエネルギーの気体、固体又は液体を受けるものであ
り、それは屋根、路面、温室、水池、加温又は凍結防止の構造体で構成されるものであり
、
　熱交換流体（１０４）は、熱貯蔵及び熱伝導の性質を有する気体又は液体で構成するも
のを含み、又、それを常態で温度差体（１０２）と接触させることで、相互に均等な熱伝
導を行なえるものであり、
　熱作動で対流する装置（１００）は、少なくとも１個のより低い熱交換流体が下に流れ
る流体の配管（１０６）に流れていくことを提供することで、自然サーモキャリアの中に
設けられる少なくとも１個の能動熱作動器（１０８）の底部と繋がるもの、及び少なくと
も１個の加温した後の熱交換流体（１０４）が上に流れる流体の配管（１０７）を提供す
ることで、能動熱作動器（１０８）の上方流体の出口と繋がるもので構成されるものであ
り、
　流体の配管（１０６）及び流体の配管（１０７）は、丸形又はその他幾何形状を呈する
パイプ形状の構造物又は建築の構造体で構成され、又は、自然サーモキャリアの中の通路
で構成され、下に流れる流体の配管（１０６）とその接触する自然サーモキャリア（１０
１）との間に断熱構造（１０９）を備え、或いは、直接断熱材料で配管を構成し、その中
で、少なくとも１個の下に流れる流体の配管（１０６）は、より低い温度の熱交換流体（
１０４）が下に流れる流体の配管（１０６）の進入口（１１１）を経由してから、熱作動
で対流する装置（１００）の能動熱作動器（１０８）のより低い部分に入ることを提供し
、又、少なくとも１個の上に流れる流体の配管（１０７）が、熱作動で対流する装置（１
００）の能動熱作動器（１０８）の上端から放熱を受ける温度差体（１０３）に流すこと
で、熱交換流体（１０４）を上に流れる流体の配管の排出口（１１２）を経由して、放熱
を受ける温度差体（１０３）に排出するものであり、
　能動熱作動器（１０８）は、熱作動で対流する装置（１００）のより低い所に設けられ
、その材料は、熱伝導特性がある材料であり、又、自然サーモキャリア（１０１）と熱伝
導状態の構造形態を維持し、又は、直接自然サーモキャリア（１０１）の内部に流体を流
通させる空間を利用して、直接能動熱作動器の機能を構成することで、前述の熱伝導特性
の材料で作られる能動熱作動器（１０８）の代わりとして使われ、能動熱作動器のケース
は更に熱伝導フィンを増設し、
　下に流れる流体の配管（１０６）及び上に流れる流体の配管（１０７）の内部に、手す
り及び梯子として上下で配列する横の長方形を呈する構造を使うことを特徴とする自然サ
ーモキャリアの熱作動で対流する放熱システム。
【請求項６】
　自然サーモキャリアの熱作動で対流する放熱システムであって、
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　熱貯蔵がより安定する地層、地表、池、湖、川、砂漠、氷山又は海洋などの固体又は液
体のサーモキャリアに能動熱作動器を設けて、能動熱作動器の両端にそれぞれ流体の配管
を設けることで、それぞれ温度差体及び放熱を受ける温度差体に流れ、熱作動で対流する
装置を構成し、熱作動で対流する装置を通して、温度差体より進入口配管から能動熱作動
器（１０８）に入るより低い温度の流体が加温されるので、流体の寒い時下がり、暑い時
上がる特性を利用して、対流機能を生じさせ、又、出口配管から放熱を受ける温度差体に
流れることで、開放型の放熱システムが構成され、或いは、配管を通して能動放熱器（２
０１）に流してから、再び配管を通して能動熱作動器（１０８）に流れて戻ることで、封
鎖型の放熱システムが構成され、
　その構造の特徴は下記のものを含み、
　自然サーモキャリア（１０１）は、熱貯蔵がより安定する地層、地表、池、湖、川、砂
漠、氷山又は海洋などの固体又は液体のサーモキャリアであり、
　温度差体（１０２）は、より低い温度の気体、固体又は液体に関するものであり、それ
を常態で熱交換流体（１０４）と接触させることで、相互に均等な熱伝導を行なえるもの
であり、
　放熱を受ける温度差体（１０３）は、気体、固体又は液体で構成される特定の機能空間
又は構造であり、それによって、システムの運転中、直接又は間接で能動熱作動器で加温
される熱交換流体で釈放されるサーモエネルギーの気体、固体又は液体を受けるものであ
り、それは屋根、路面、温室、水池、加温又は凍結防止の構造体で構成されるものであり
、
　熱交換流体（１０４）は、熱貯蔵及び熱伝導の性質を有する気体又は液体で構成するも
のを含み、又、それを常態で温度差体（１０２）と接触させることで、相互に均等な熱伝
導を行なえるものであり、
　熱作動で対流する装置（１００）は、少なくとも１個のより低い熱交換流体が下に流れ
る流体の配管（１０６）に流れていくことを提供することで、自然サーモキャリアの中に
設けられる少なくとも１個の能動熱作動器（１０８）の底部と繋がるもの、及び少なくと
も１個の加温した後の熱交換流体（１０４）が上に流れる流体の配管（１０７）を提供す
ることで、能動熱作動器（１０８）の上方流体の出口と繋がるもので構成されるものであ
り、
　流体の配管（１０６）及び流体の配管（１０７）は、丸形又はその他幾何形状を呈する
パイプ形状の構造物又は建築の構造体で構成され、又は、自然サーモキャリアの中の通路
で構成され、下に流れる流体の配管（１０６）とその接触する自然サーモキャリア（１０
１）との間に断熱構造（１０９）を備え、或いは、直接断熱材料で配管を構成し、その中
で、少なくとも１個の下に流れる流体の配管（１０６）は、より低い温度の熱交換流体（
１０４）が下に流れる流体の配管（１０６）の進入口（１１１）を経由してから、熱作動
で対流する装置（１００）の能動熱作動器（１０８）のより低い部分に入ることを提供し
、又、少なくとも１個の上に流れる流体の配管（１０７）が、熱作動で対流する装置（１
００）の能動熱作動器（１０８）の上端から放熱を受ける温度差体（１０３）に流すこと
で、熱交換流体（１０４）を上に流れる流体の配管の排出口（１１２）を経由して、放熱
を受ける温度差体（１０３）に排出するものであり、
　能動熱作動器（１０８）は、熱作動で対流する装置（１００）のより低い所に設けられ
、その材料は、熱伝導特性がある材料であり、又、自然サーモキャリア（１０１）と熱伝
導状態の構造形態を維持し、又は、直接自然サーモキャリア（１０１）の内部に流体を流
通させる空間を利用して、直接能動熱作動器の機能を構成することで、前述の熱伝導特性
の材料で作られる能動熱作動器（１０８）の代わりとして使われ、能動熱作動器のケース
は更に熱伝導フィンを増設し、
　下に流れる流体の配管（１０６）及び上に流れる流体の配管（１０７）は、傾く構造を
呈し、人が歩ける階段を設けている構造を使うことを特徴とする自然サーモキャリアの熱
作動で対流する放熱システム。
【請求項７】
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　自然サーモキャリアの熱作動で対流する放熱システムであって、
　熱貯蔵がより安定する地層、地表、池、湖、川、砂漠、氷山又は海洋などの固体又は液
体のサーモキャリアに能動熱作動器を設けて、能動熱作動器の両端にそれぞれ流体の配管
を設けることで、それぞれ温度差体及び放熱を受ける温度差体に流れ、熱作動で対流する
装置を構成し、熱作動で対流する装置を通して、温度差体より進入口配管から能動熱作動
器（１０８）に入るより低い温度の流体が加温されるので、流体の寒い時下がり、暑い時
上がる特性を利用して、対流機能を生じさせ、又、出口配管から放熱を受ける温度差体に
流れることで、開放型の放熱システムが構成され、或いは、配管を通して能動放熱器（２
０１）に流してから、再び配管を通して能動熱作動器（１０８）に流れて戻ることで、封
鎖型の放熱システムが構成され、
　その構造の特徴は下記のものを含み、
　自然サーモキャリア（１０１）は、熱貯蔵がより安定する地層、地表、池、湖、川、砂
漠、氷山又は海洋などの固体又は液体のサーモキャリアであり、
　温度差体（１０２）は、より低い温度の気体、固体又は液体に関するものであり、それ
を常態で熱交換流体（１０４）と接触させることで、相互に均等な熱伝導を行なえるもの
であり、
　放熱を受ける温度差体（１０３）は、気体、固体又は液体で構成される特定の機能空間
又は構造であり、それによって、システムの運転中、直接又は間接で能動熱作動器で加温
される熱交換流体で釈放されるサーモエネルギーの気体、固体又は液体を受けるものであ
り、それは屋根、路面、温室、水池、加温又は凍結防止の構造体で構成されるものであり
、
　熱交換流体（１０４）は、熱貯蔵及び熱伝導の性質を有する気体又は液体で構成するも
のを含み、又、それを常態で温度差体（１０２）と接触させることで、相互に均等な熱伝
導を行なえるものであり、
　熱作動で対流する装置（１００）は、少なくとも１個のより低い熱交換流体が下に流れ
る流体の配管（１０６）に流れていくことを提供することで、自然サーモキャリアの中に
設けられる少なくとも１個の能動熱作動器（１０８）の底部と繋がるもの、及び少なくと
も１個の加温した後の熱交換流体（１０４）が上に流れる流体の配管（１０７）を提供す
ることで、能動熱作動器（１０８）の上方流体の出口と繋がるもので構成されるものであ
り、
　流体の配管（１０６）及び流体の配管（１０７）は、丸形又はその他幾何形状を呈する
パイプ形状の構造物又は建築の構造体で構成され、又は、自然サーモキャリアの中の通路
で構成され、下に流れる流体の配管（１０６）とその接触する自然サーモキャリア（１０
１）との間に断熱構造（１０９）を備え、或いは、直接断熱材料で配管を構成し、その中
で、少なくとも１個の下に流れる流体の配管（１０６）は、より低い温度の熱交換流体（
１０４）が下に流れる流体の配管（１０６）の進入口（１１１）を経由してから、熱作動
で対流する装置（１００）の能動熱作動器（１０８）のより低い部分に入ることを提供し
、又、少なくとも１個の上に流れる流体の配管（１０７）が、熱作動で対流する装置（１
００）の能動熱作動器（１０８）の上端から放熱を受ける温度差体（１０３）に流すこと
で、熱交換流体（１０４）を上に流れる流体の配管の排出口（１１２）を経由して、放熱
を受ける温度差体（１０３）に排出するものであり、
　能動熱作動器（１０８）は、熱作動で対流する装置（１００）のより低い所に設けられ
、その材料は、熱伝導特性がある材料であり、又、自然サーモキャリア（１０１）と熱伝
導状態の構造形態を維持し、又は、直接自然サーモキャリア（１０１）の内部に流体を流
通させる空間を利用して、直接能動熱作動器の機能を構成することで、前述の熱伝導特性
の材料で作られる能動熱作動器（１０８）の代わりとして使われ、能動熱作動器のケース
は更に熱伝導フィンを増設し、
　上に流れる流体の配管（１０７）の出口及び下に流れる流体の配管（１０６）の入口は
、保護ネット又は保護カバーを増設することを特徴とする自然サーモキャリアの熱作動で
対流する放熱システム。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自然サーモキャリアの熱作動で対流する放熱システムに関するものである。
即ち、自然サーモキャリアを使って、より低い温度の流体を加温し、流体の寒い時下がり
、暑い時上がる特性を利用して、放熱を受ける温度差体に開放型又は封鎖型の機能を行な
うのである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、異なる空間の流体に加温又は放熱を行なう場合、通常、熱ポンプで交換を実施し
、作動の補助として、流体ポンプを設けることが必要なので、そのシステムに動力源が必
要であるし、その設置コストがより高いし、運転する時は、エネルギーを使うことが必要
なので、その運転コストもより高いのである。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の目的は、自然サーモキャリアの熱作動で対流する放熱システムに関するもので
ある。それは、熱貯蔵がより安定する地層、地表、池、湖、川、砂漠、氷山又は海洋など
の固体又は液体のサーモキャリアに能動熱作動器を設けて、能動熱作動器の両端にそれぞ
れ流体の配管を設けることで、それぞれ温度差体及び放熱を受ける温度差体に流れる。そ
れによって、熱作動で対流する装置のようなものを構成する。この熱作動で対流する装置
を通して、温度差体より進入口配管から能動熱作動器１０８に入るより低い温度の流体が
加温されるので、流体の寒い時下がり、暑い時上がる特性を利用して、対流機能を生じさ
せる。又、出口配管から放熱を受ける温度差体に流れることで開放型の放熱システムが構
成され、又は、配管を通して能動放熱器２０１に流してから、再び配管を通して能動熱作
動器１０８に流れて戻ることで、封鎖型の放熱システムが構成されるのである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明は、主に、より安定する地層、地表、池、湖、川、砂漠、氷山又は海洋などの固
体又は液体のサーモキャリアに能動熱作動器及び流体の配管を設けることで、熱作動の対
流装置のようなものを構成する。この熱作動で対流する装置を通して、能動熱作動器に入
るより低い温度の流体が加温されるので、流体の寒い時下がり、暑い時上がる特性を利用
して、放熱を受ける温度差体に流れる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００５】
　図１は、本発明の実施例による自然サーモキャリアの対流放熱システムの開放型を呈す
る放熱システムの立体構造の斜視図である。図２は、図１の断面図である。図１及び図２
で示される熱作動で対流する装置１００の中の配管の進入口１１１をより低い場所に選ん
で設けることで、より低い温度の熱交換流体１０４が下に流す配管の進入口１１１に入り
やすくなるが、配管の排出口１１２をより高い場所に選んで設けることで、能動熱作動器
１０８で加温される熱交換流体１０４を上の配管の排出口１１２に排出しやすくなる。そ
れによって、開放型の放熱システムが構成されるのである。その構造の特徴は、下記のも
のを含む。
【０００６】
　自然サーモキャリア１０１は、熱貯蔵がより安定する地層、地表、池、湖、川、砂漠、
氷山又は海洋などの固体又は液体のサーモキャリアである。
　温度差体１０２は、より低い温度の気体、固体又は液体に関するものであり、それを常
態で熱交換流体１０４と接触させることで、相互に均等な熱伝導を行なえるものである。
【０００７】
　放熱を受ける温度差体１０３は、気体、固体又は液体で構成される特定の機能空間又は
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構造であり、それによって、システムの運転中、直接又は間接で能動熱作動器で加温され
る熱交換流体で釈放されるエネルギーの気体、固体又は液体を受ける。それは、屋根、路
面、温室、水池、加温又は凍結防止の構造体で構成されるものである。
【０００８】
　熱交換流体１０４は、熱貯蔵及び熱伝導の性質が良い気体又は液体で構成するものを含
む。又、それを常態で温度差体１０２と接触させることで、相互に均等な熱伝導を行なえ
るものである。
【０００９】
　熱作動で対流する装置１００は、少なくとも１個のより低い熱交換流体が下に流れる流
体の配管１０６に流れていくことを提供することで、自然サーモキャリアの中に設けられ
る少なくとも１個の能動熱作動器１０８の底部と繋がるもの、及び少なくとも１個の加温
した後の熱交換流体１０４が上に流れる流体の配管１０７を提供することで、能動熱作動
器１０８の上方流体の出口と繋がるもので構成されるものである。
【００１０】
　流体の配管１０６及び流体の配管１０７は、丸形又はその他幾何形状を呈するパイプ形
状の構造物又は建築の構造体で構成され、又は、自然サーモキャリアの中の通路で構成さ
れ、下に流れる流体の配管１０６とその接触する自然サーモキャリア１０１との間に良い
断熱構造１０９を備えるべきであり、又は、直接良い断熱材料で配管を構成する。その中
で、少なくとも１個の下に流れる流体の配管１０６は、より低い温度の熱交換流体１０４
が下に流れる流体の配管１０６の進入口１１１を経由してから、熱作動で対流する装置１
００の能動熱作動器１０８のより低い部分に入ることを提供する。又、少なくとも１個の
上に流れる流体の配管１０７が、熱作動で対流する装置１００の能動熱作動器１０８の上
端から放熱を受ける温度差体１０３に流すことで、熱交換流体１０４が上に流れる流体の
配管の排出口１１２を経由して、放熱を受ける温度差体１０３に排出されるものである。
【００１１】
　能動熱作動器１０８は、熱作動で対流する装置１００のより低い所に設けられ、配管と
同一のサイズで一体として伸びて作ることができる。又は、流体の配管１０６及び流体の
配管１０７と異なるサイズの構造で作ることもできる。その材料は、流体の配管１０６及
び流体の配管１０７と同一の材料を使うか、その他良い熱伝導特性がある異なる材料で構
成することができる。又、自然サーモキャリア１０１と良い熱伝導状態の構造形態を維持
する。又は、直接自然サーモキャリア１０１の内部に流体を流通させる空間を利用して、
直接能動熱作動器の機能を構成することで、前述の良い熱伝導特性の材料で作られる能動
熱作動器１０８の代わりとして使われる。能動熱作動器のケースは、更に必要によって熱
伝導フィンを増設することもできる。
【００１２】
　図３は、図１の自然サーモキャリアの対流放熱システムの更に封鎖流路を呈する封鎖型
の放熱システムの立体構造の斜視図である。図４は、図３の断面図である。図３及び図４
の熱作動で対流する装置１００の中の能動熱作動器１０８に配置される流体の配管１０７
の排出口１１２と流体の配管１０６の進入口１１１との間には、そのトップ端に能動放熱
器２０１、流体の配管２２１及び流体の配管２２２を設けることで、封鎖配管構造を構成
することができる。流体の配管１０７の排出口１１２を上がる流体の配管２２１と接続し
て、能動放熱器２０１のより高い位置に流すことで、能動熱作動器１０８からの加温され
た熱交換流体１０４を能動放熱器２０１に導入してから、能動放熱器２０１の周りの放熱
を受ける温度差体１０３にエネルギーを放熱するもの、及び能動放熱器２０１のより低い
位置に配置される流体の配管２２２が能動熱作動器１０８の配管の進入口１１１に流れる
ことで、能動放熱器２０１からの熱交換流体１０４を能動熱作動器１０８に導入するもの
で、封鎖型の熱作動及び放熱の循環システムが構成されるのである。図３及び図４で示さ
れる封鎖型の熱作動及び放熱の循環システムは、図１及び図２で記載された自然サーモキ
ャリア１０１、放熱を受ける温度差体１０３、熱交換流体１０４、熱作動で対流する装置
１００、流体の配管１０６及び流体の配管１０７を備えて、より低い温度の熱交換流体１
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０４を流すことを提供する他、又、流体の配管１０６の進入口１１１を経由して、能動熱
作動器１０８の底部に入る。又、能動熱作動器１０８で加熱する熱交換流体１０４を能動
熱作動器１０８の上部の上に流れる流体の配管１０７の排出口１１２より排出する。上述
の構成ユニット他、その特徴は、下記のものを含むのである。
【００１３】
　流体の配管２２１及び流体の配管２２２は、１セット又は１セット以上の断熱構造１０
９で、又は、良い断熱材質がある丸形又はその他幾何形状を呈するパイプ形状の構造物又
は建築の構造体で構成される流体の配管２２１であり、その下端は流体の配管１０７の上
に流れる配管の排出口１１２と繋がって、その上端は能動放熱器２０１の上端の進入口２
１１と繋がることで、下から上に比較的高い温度の熱交換流体１０４を流すもので、及び
少なくとも１セット又は１セット以上の断熱構造１０９、又は、良い断熱材質がある材料
で構成される流体の配管２２２を通して、放熱して温度を下げた熱交換流体１０４を下に
流させて、その下端が流体の配管１０６の進入口１１１に繋がって、その上端が能動放熱
器２０１の下端の出口２１２に繋がることで、∩形状の放熱対流装置２００を構成してか
ら、能動熱作動器１０８、流体の配管１０６及び流体の配管１０７の熱作動で対流する装
置１００と共同で封鎖の放熱循環システムである。
【００１４】
　能動放熱器２０１は、１セット又は１セット以上の従来の良い放熱材料及び一体又はマ
ルチタイプの構造形態で構成され、更に、必要によって熱伝導フィン２０２を設けること
で、又は、直接放熱機能がある流体の配管で構成される能動放熱器のである。
【００１５】
　放熱を受ける温度差体１０３は、気体、固体又は液体で構成される特定の機能空間又は
構造であり、それによって、システムの運転中、直接又は間接で能動熱作動器で加温され
る熱交換流体で釈放されるエネルギーの気体、固体又は液体を受けるものである。それは
、屋根、路面、温室、水池、加温又は凍結防止の構造体で構成されるものである。
【００１６】
　図５は、本発明の能動熱作動器の内部に熱伝導フィン又は逆流防止め板が増設される開
放型放熱システム構造例の斜視図である。図６は、図５の断面図である。図５及び図６の
主要な特徴は、前述の図１及び図２で記載された自然サーモキャリアの熱作動で対流する
放熱システムが開放式の立体構造を呈する。その中で、熱作動で対流する装置１００の底
部の能動熱作動器１０８の外部に、必要によって自然サーモキャリアとの熱伝導効果を増
進できる熱伝導フィン１００１を増設することで、自然サーモキャリアとの熱伝導効果を
増進する。又、能動熱作動器１０８の内部に更に上に傾いて交差する熱伝導及び逆流を防
止する止め板１００２を設けることで、熱伝導効果を増加し、加温された後の熱交換流体
１０４が逆方向に流れて戻ることを防止することができるのである。
【００１７】
　図７は、本発明の能動熱作動器の内部に熱伝導フィン又は逆流防止め板が増設される封
鎖型放熱システム体構造例の斜視図である。図８は、図７の断面図である。図７及び図８
の主要な特徴は、前述の図３及び図４で記載された自然サーモキャリアの熱作動で対流す
る放熱システムが封鎖型の立体構造を呈する。その中で、熱作動で対流する装置１００の
底部の能動熱作動器１０８及び相対的に高い場所に設けられる∩形状の放熱対流装置２０
０の能動放熱器２０１は、必要によって自然サーモキャリアとの熱伝導効果を増進できる
熱伝導フィン１００１を増設することで、自然サーモキャリアとの熱伝導効果を増進する
。又、能動熱作動器１０８及び能動放熱器２０１の内部に更に上に傾いて交差する熱伝導
及び逆流を防止する止め板を設けることで、熱伝導効果を増加し、加温された後の熱交換
流体１０４が逆方向に流れて戻ることを防止することができるのである。
【００１８】
　この自然サーモキャリアの熱作動で対流する放熱システムについて、能動熱作動器１０
８及び能動放熱器２０１は、必要によって直線パイプ形状、曲線パイプ形状、螺旋パイプ
形状、ウェーブパイプ形状又はその他２次元（２Ｄ）又は３次元（３Ｄ）の曲がる形状が
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上に向かって傾いて昇るパイプ形状の流体の配管の構造形態で構成され、その外部に必要
によって熱伝導フィン１００１を増設して、その内部に必要によって熱伝導及び逆流を防
止する止め板を設けることができる。
【００１９】
　図９は、本発明の能動熱作動器が螺旋パイプ形状を呈する開放型放熱システム構造例の
斜視図である。図１０は、図９の断面図である。図９及び図１０の中で、能動熱作動器１
０８は、１セット又は１セット以上の丸形又はその他幾何形状の螺旋を呈するパイプ形状
の構造で能動熱作動器１０８を構成することで、流体の配管とマッチングして開放型の放
熱システムが構成され、能動熱作動器１０８の外部に必要によって熱伝導フィン１００１
を増設して、その内部に必要によって上に傾いて交差する熱伝導及び逆流を防止する止め
板を設けることができる。　
【００２０】
　図１１は、本発明の能動熱作動器又は能動放熱器が螺旋パイプ形状を呈する封鎖型放熱
システム構造例の斜視図である。図１２は、図１１の断面図である。図１１及び図１２の
中で、能動熱作動器１０８及び能動放熱器２０１は、１セット又は１セット以上の丸形又
はその他幾何形状の螺旋を呈するパイプ形状の構造で能動熱作動器１０８及び能動放熱器
２０１を構成することで、流体の配管とマッチングして封鎖型の放熱システムが構成され
、能動熱作動器１０８及び能動放熱器２０１の外部に必要によって熱伝導フィン１００１
を増設して、その内部に必要によって上に傾いて交差する熱伝導及び逆流を防止する止め
板を設けることができる。
【００２１】
　図１３は、本発明の能動熱作動器が曲がるパイプ形状を呈する開放型放熱システム構造
例の斜視図である。図１４は、図１３の断面図である。図１３及び図１４の中で、能動熱
作動器１０８は、１セット又は１セット以上の丸形又はその他幾何形状の曲がるタイプを
呈するパイプ形状の構造で能動熱作動器１０８を構成することで、流体の配管とマッチン
グして開放型の放熱システムが構成され、能動熱作動器１０８の外部に必要によって熱伝
導フィン１００１を増設して、その内部に必要によって上に傾いて交差する熱伝導及び逆
流を防止する止め板を設けることができる。
【００２２】
　図１５は、本発明の能動熱作動器又は能動放熱器が曲がるパイプ形状を呈する封鎖型放
熱システム構造例の斜視図である。図１６は、図１５の断面図である。図１５及び図１６
の中で、能動熱作動器１０８及び能動放熱器２０１は、１セット又は１セット以上の丸形
又はその他幾何形状の曲がるタイプを呈するパイプ形状の構造で能動熱作動器１０８及び
能動放熱器２０１を構成することで、流体の配管とマッチングして封鎖型の放熱システム
が構成され、能動熱作動器１０８及び能動放熱器２０１の外部に必要によって熱伝導フィ
ン１００１を増設して、その内部に必要によって上に傾いて交差する熱伝導及び逆流を防
止する止め板を設けることができる。
【００２３】
　図１７は、本発明の能動熱作動器のガイドフロー横断面がより大きいサイズの導管形状
を呈する開放型放熱システム構造例の斜視図である。図１８は、図１７の断面図である。
図１７及び図１８の中で、能動熱作動器１０８は、１セット又は１セット以上の丸形又は
その他幾何形状のガイドフロー横断面がより大きいサイズの導管形状を呈するパイプ形状
の構造で能動熱作動器１０８を構成することで、流体の配管とマッチングして開放型の放
熱システムが構成され、能動熱作動器１０８の外部に必要によって熱伝導フィン１００１
を増設して、その内部に必要によって上に傾いて交差する熱伝導及び逆流を防止する止め
板を設けることができる。
【００２４】
　図１９は、本発明の能動熱作動器又は能動放熱器のガイドフロー横断面がより大きいサ
イズの導管形状を呈する封鎖型放熱システム構造例の斜視図である。図２０は、図１９の
断面図である。図１９及び図２０の中で、能動熱作動器１０８及び能動放熱器２０１は、
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１セット又は１セット以上の丸形又はその他幾何形状のガイドフロー横断面がより大きい
サイズの導管形状を呈するパイプ形状の構造で能動熱作動器１０８及び能動放熱器２０１
を構成することで、流体の配管とマッチングして封鎖型の放熱システムが構成され、能動
熱作動器１０８及び能動放熱器２０１の外部に必要によって熱伝導フィン１００１を増設
して、その内部に必要によって上に傾いて交差する熱伝導及び逆流を防止する止め板を設
けることができる。
【００２５】
　図２１は、本発明の能動熱作動器の複数のパイプが分流することを呈する開放型放熱シ
ステム構造例の斜視図である。図２２は、図２１の断面図である。図２１及び図２２の中
で、能動熱作動器１０８は、１セット又は１セット以上の丸形又はその他幾何形状の複数
のパイプが分流することを呈するパイプ形状の構造で能動熱作動器１０８を構成すること
で、流体の配管とマッチングして開放型の放熱システムが構成され、能動熱作動器１０８
の外部に必要によって熱伝導フィン１００１を増設して、その内部に必要によって上に傾
いて交差する熱伝導及び逆流を防止する止め板を設けることができる。
【００２６】
　図２３は、本発明の能動熱作動器又は能動放熱器の複数のパイプが分流することを呈す
る封鎖型放熱システム構造例の斜視図である。図２４は、図２３の断面図である。図２３
及び図２４の中で、能動熱作動器１０８及び能動放熱器２０１は、１セット又は１セット
以上の丸形又はその他幾何形状の複数のパイプが分流することを呈するパイプ形状の構造
で能動熱作動器１０８及び能動放熱器２０１を構成することで、流体の配管とマッチング
して封鎖型の放熱システムが構成され、能動熱作動器１０８及び能動放熱器２０１の外部
に必要によって熱伝導フィン１００１を増設して、その内部に必要によって上に傾いて交
差する熱伝導及び逆流を防止する止め板を設けることができる。
【００２７】
　上述の自然サーモキャリアの熱作動で対流する放熱システムに関するものである。その
開放型の熱作動及び放熱する循環システム構造は、更に図２５及び図２６に示す通り、丸
形又はその他幾何形状の異なる穴直径があるパイプ構造で相互に嵌めて構成される。又、
両者の間に断熱構造を設けるか、直接断熱材料で構成し、異なる穴直径があるパイプ形状
の構造を嵌めることで、多重パイプ構造の開放式流体の配管構造が構成される。それは、
少なくとも１セットのパイプ直径がより小さい配管をパイプ直径がより大きいパイプの中
に嵌めて設けて、パイプ直径がより小さい配管の内部パイプのトップ部の封鎖端面１３０
７の底部から、パイプ直径がより大きい外部パイプ壁にガイドフローパイプ１３０９を貫
通して設けることで、より低い温度の流体を導入して、能動熱作動器１０８まで下げる。
パイプ直径がより大きい配管を通して、より高い温度の流体を上昇して排出させる。２種
の異なるパイプ直径がある配管の底部が共同で自然サーモキャリアの中の能動熱作動器１
０８と繋がることで、開放型の放熱システムが構成される。又、能動熱作動器の外部に必
要によって熱伝導フィン１００１を増設して、その内部に逆流を防止する止め板１００２
を設けることができる。その中で、自然サーモキャリア１０１に設置される能動熱作動器
１０８は、より大きい穴直径がある外部パイプ１３０１及び外部パイプ１３０１の底部の
封鎖端面１３０２で構成され、又、必要によって熱伝導フィン１００１を増設することで
、自然サーモキャリアとの熱伝導効果を増進する。その内部に１セット又は１セット以上
の穴直径がより小さい内部パイプ１３０３が設けられ、その内部パイプ１３０３の底部１
３０４と外部パイプの底部の内部空間の間にガイドフローの隙間１３０５を設けることで
、より低い温度の熱交換流体１０４が内部パイプ１３０３に入って、加熱された後、外部
パイプ１３０１を通して上に流動することで、開放型の放熱システムが構成されるのであ
る。
【００２８】
　図２５で示されるのは、能動熱作動器１０８又は熱交換流体が異なる穴直径があるパイ
プ構造を嵌めることで構成される開放型の放熱システムの構造例の斜視図である。図２６
は、図２５の断面図である。上述の図２５及び図２６で示される異なる穴直径があるパイ
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プ構造を嵌めることで構成される開放型の流体の配管構造は、更に、図２７及び図２８の
ように封鎖型のシステムを構成することができる。
【００２９】
　図２７は、本発明の能動熱作動器１０８又は能動放熱器２０１が異なる穴直径を呈する
パイプ構造で嵌めて構成する封鎖型放熱システム構造例の斜視図である。図２８は、図２
７の断面図である。図２７及び図２８の中で、その主要な構造は、更に丸形又はその他幾
何形状の異なる穴直径があるパイプ構造で相互に嵌めさせる断熱効果がある多重パイプ構
造で構成される。それは、少なくとも１セットのパイプ直径がより小さい配管をパイプ直
径がより大きいパイプの中に嵌めて設けて、パイプ直径がより小さい配管により低い温度
の流体を下げてから導入する。及び、パイプ直径がより大きい流路を通して、相対的によ
り高い温度の流体を上昇して排出させる。２種の異なるパイプ直径がある配管の底部が、
共同で自然サーモキャリア１０１に設けられる能動熱作動器１０８と繋がる。又、そのト
ップ部が、共同でその上に設けられる能動放熱器２０１と繋がる。又、放熱を受ける温度
差体１０３に放熱を行なう能動放熱器２０１は、より大きい穴直径がある外部パイプ１３
０１及び外部パイプ１３０１のトップ部の封鎖端面１３０６で形成され、その内部に１セ
ット又は１セット以上の穴直径がより小さい内部パイプ１３０３を設けることで、内部パ
イプ１３０３のトップ部の端面１３１０との間にガイドフローホールの経路１３０８を設
けて、より高い温度の熱交換流体１０４が内部パイプ１３０３に沿って上に流動する。又
、放熱して温度を下げた後、その外部パイプ１３０１に沿って下げてから、内部パイプ１
３０３を通して上に上昇することで、封鎖型の放熱システムが構成されるのである。又、
能動熱作動器１０８及び能動放熱器２０１は、必要によって、その外部に熱伝導フィン１
００１を増設して、その内部に熱伝導及び逆流を防止する止め板を設けることができる。
上述の自然サーモキャリアの熱作動で対流する放熱システムの封鎖型の熱作動及び放熱す
る循環システム構造は、更に図２９及び図３０の示す通り、丸型又はその他幾何形状のパ
イプ構造をループ形状パイプに貫通して設けることで構成される。又、両者の間に断熱構
造を設けるか、直接断熱材料で構成するので、断熱の効果がある。
【００３０】
　図２９は、本発明の能動熱作動器１０８を、より小さい穴直径のパイプ形状構造の配管
をループ形状のパイプに貫通して設けることで構成される配管の内穴と結び付けることで
構成される開放型放熱システム構造例の斜視図である。図３０は、図２９の断面図である
。図２９及び図３０の中で、その主要な構成は、丸形又はその他幾何形状を呈するパイプ
構造体の配管がループ形状パイプ構造体を呈する配管との間で断熱効果があり、それを貫
通して結び付けることで構成されるのである。それは、少なくとも１セットのパイプ直径
がより小さい配管３３２をループ形状のパイプで構成される配管３３３の内穴に貫通して
設けて、両者の間は直接接触又は選定された隙間があっても良く、パイプ直径がより小さ
い配管３３２がより低い温度の温度差体１０２からより低い温度の流体を導入して下げて
から、能動熱作動器１０８に導入する。又、ループ形状のパイプで構成される配管３３３
は、能動熱作動器１０８によって加熱するより高い温度の流体を放熱受ける温度差体１０
３を自然サーモキャリア１０１に導入する。又、２種の配管の底部が共同で自然サーモキ
ャリア１０１の中の能動熱作動器１０８と繋がることで、開放型の放熱システムが構成さ
れる。又、能動熱作動器１０８は、必要によってその外部に熱伝導フィン１００１を増設
して、その内部に逆流を防止する止め板を設けることができる。
【００３１】
　上述の図２９及び図３０で示される開放型放熱システムは、更に図３１及び図３２に示
す通りに構成される封鎖型放熱システムを使っても良いのである。
　図３１は、本発明の能動熱作動器１０８及び能動放熱器２０１の間に、より小さい穴直
径のパイプ形状構造の配管を、ループ形状のパイプに貫通して設けることで構成される配
管の内穴が、共同で構成する封鎖型放熱システム構造例の斜視図である。図３２は、図３
１の断面図である。図３１及び図３２の中で、その主要な構成は、丸形又はその他幾何形
状を呈するパイプ構造体の配管がループ形状パイプ構造体を呈する配管との間に断熱効果
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があり、それを貫通して結び付ることで構成されるのである。それは、少なくとも１セッ
トのパイプ直径がより小さい配管３３２をループ形状のパイプで構成される配管３３３の
内穴に貫通して設けて、両者の間は直接接触、選定された隙間又は選定された充填物があ
っても良い。又、２種の配管１０６とその接触する自然サーモキャリア１０１との間に良
い断熱構造１０９を備えるべきであり、又は、直接良い断熱材料で配管を構成する。パイ
プ直径がより小さい配管３３２が、より低い温度の流体を導入して下げてから、能動熱作
動器１０８に導入する。又、ループ形状のパイプで構成される配管３３３に能動熱作動器
１０８によって加熱するより高い温度の流体を上昇させて、能動放熱器２０１に導入する
。又、２種の配管の底部が共同で自然サーモキャリア１０１の中の能動熱作動器１０８と
繋がり、２種の配管のトップ部が共同でその上に設けられる能動放熱器２０１と繋がる。
又、放熱を受ける温度差体１０３の放熱を提供する能動放熱器２０１は、ループ形状のパ
イプで構成される配管３３３のトップ部の封鎖端面３３４で拡大して形成され、能動放熱
器２０１の下側は、１セット又は１セット以上の穴直径がより小さい配管３３２のトップ
のガイドフローホール３３５と繋がることで、熱交換流体１０４が能動放熱器２０１で放
熱して温度を下げてから、配管３３２に沿って下げてから温度を下げた後、その外部パイ
プ１３０１に沿って下げてから、能動熱作動器１０８に流れて戻ることで、封鎖型の放熱
システムが構成されるのである。又、能動熱作動器１０８及び能動放熱器２０１は、必要
によってその外部に熱伝導フィン１００１を増設して、その内部に熱伝導及び逆流を防止
する止め板を設けることができる。
【００３２】
　この自然サーモキャリアの熱作動で対流する放熱システムは、更に交差する丸型又はそ
の他幾何形状のパイプ構造で構成される開封型又は封鎖型の放熱システムを呈することも
できる。図３３は、本発明の能動熱作動器の複数セットのパイプ形状の構造を交差して設
けることで構成される開放型放熱システム構造例の斜視図である。図３４は、図３３の断
面図である。図３３及び図３４で示される自然サーモキャリアの熱作動で対流する放熱シ
ステムは、更に丸形又はその他幾何形状を呈するパイプ形状の同一サイズ又は異なるサイ
ズの複数セットのパイプ形状の構造を交差して設けることで構成される開放型流体の配管
構造を使っても良いのである。それは、少なくとも１セットの導入口がより低い流体の配
管によって、より低い温度の流体を下げてから導入することを提供し、又、少なくとも１
セットの排出口がより高い流体の配管によって、相対的により高い温度の流体を上昇して
から排出することを提供する。又、２種の配管１０６とその接触する自然サーモキャリア
１０１との間に良い断熱構造１０９を備えるか、直接良い断熱材料で配管を構成する。２
種の配管の底部が共同で自然サーモキャリアの中の能動熱作動器１０８と繋がることで、
開放型の自然サーモキャリアの熱作動で対流する放熱システムが構成される。又、能動熱
作動器１０８の外部に必要によって熱伝導フィン１００１を増設して、その内部に逆流を
防止する止め板を設けることができる。
【００３３】
　上述の図３３及び図３４で示される複数セットのパイプ形状の構造は、更に封鎖型の流
体配管構造を構成することもできる。
　図３５は、本発明の能動熱作動器又は能動放熱器の複数セットのパイプ形状の構造を交
差して設けることで構成される封鎖型放熱システム構造例の斜視図である。図３６は、図
３５の断面図である。図３５及び図３６では、能動熱作動器と能動放熱器を複数セットの
パイプ形状の構造と結び付けてから、交差して設けることで構成される封鎖型放熱システ
ムを使っても良いのである。その主要な構造は、丸形又はその他幾何形状を呈するパイプ
形状の同一サイズ又は異なるサイズの配管、能動熱作動器１０８及び能動放熱器２０１で
構成される。それは、少なくとも１セットの導入口がより低い流体の配管によって、温度
差体１０２より低い温度の流体を下げてから能動熱作動器１０８に導入する。又、少なく
とも１セットの排出口がより高い流体の配管によって、能動熱作動器１０８で加熱するよ
り高い温度の流体を上昇してから、能動放熱器２０１に導入することで、放熱を受ける温
度差体１０３に放熱を行なう。又、２種の配管１０６とその接触する自然サーモキャリア
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１０１との間に良い断熱構造１０９を備えるか、直接良い断熱材料で配管を構成する。２
種の配管の底部が共同で自然サーモキャリア１０１の中の能動熱作動器１０８と繋がるこ
とで、及びそのトップ部が共同でその上に設けられる能動放熱器２０１と繋がることで、
封鎖型の自然サーモキャリアの熱作動で対流する放熱システムが構成される。又、能動熱
作動器の外部に必要によって熱伝導フィン１００１を増設して、その内部に逆流を防止す
る止め板を設けることができる。
【００３４】
　前述の各種の能動熱作動器１０８又は能動放熱器２０１は、必要によって構造形態を選
べ、同一幾何形状の構造で構成するか、又は、異なる幾何形状の構造形態と混合で構成し
ても良いのである。
【００３５】
　本発明のシステムを応用する場合、管理及び制御を行なうため、必要によって下記のよ
うな装置を選んで設けることができる。
　流量計は、交換流体の流量を累積で計算できる。この装置は、必要によって設けること
ができる。
【００３６】
　ろ過装置２００１は、長い時間が経つために塞がることを防止でき、清潔の機能もある
ろ過装置である。それを流体の吸入口又は出口に取り付けて、ろ過ネット及び有害流体の
ろ過装置で構成されるものである。
【００３７】
　保護キャップの構造２００２は、配管の排出口又は進入口の端に設けられるので、熱交
換流体の流動性を比較的妨害しない保護キャップの構造である。それを配管に垂直又は上
に伸びて設置する場合、雨水又は異物が落ちることを防止することができる。
【００３８】
　流量の調節バルブは、人工又は機械で交換流量又は放熱量を制御するものである。
　湿度の調整装置又は湿度の処理構造は、湿度の検知装置、排出ポンプセット、又は、配
管に予め設けられる排出穴の湿度又は溜まる水の処理構造で構成されるものである。この
装置は、その流体が気体である場合に選んで設けることができる。
【００３９】
　制御ユニットは、機電又は固体電子電気回路及び関連するソフトで構成され、その機能
は必要によって流体流量の制御、バルブの制御、流体温度の監視制御、流体ポンプの制御
及び安全保護制御の機能を選ぶことができる。又、入力側又はそれぞれの出力側に有害流
体の検知装置を設けることで、有害流体の存在がすでに監視値を超える場合、アラームを
出して、気流を切断し、又は、その他制御対応策の処理を行なえる。上述によって、温度
、交換気流の流量及び湿度などを調整及び制御できる機能が構成される。
【００４０】
　実際に応用する場合、本発明の自然サーモキャリアの熱作動で対流する放熱システムに
ついて、熱交換流体は気体又は液体を含むのである。又、温度差体１０２及び放熱を受け
る温度差体１０３は、下記のものを含む。
【００４１】
　（１）固定の建築がある空調空間であり、例えば、ビル、温室又は公共活動の建物。
　（２）空調の必要な空間であり、その空間は流体式の温度差体が動いている建物の中に
あることが必要であり、例えば、船、浮かぶ作業台又は水上建築など。
【００４２】
　（３）気体又は液体を受ける露天空間であり、例えば、池、谷、盆地又は砂漠などの開
放空間。
　（４）気体又は液体を受ける密封の容器であり、例えば、気体又は液体を貯蔵する容器
。
【００４３】
　（５）それぞれの製造プロセス又は、処理プロセスを行なう設備である。
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　（６）受動的に氷が張ることを防止、又は、自発的に氷を除去する機械又は家電設備で
ある。
【００４４】
　（７）受動的に氷が張ることを防止、又は、自発的に氷を除去する開放的な路面、空港
の滑走路又は水面の航路である。
　（８）港、湖又は川の水道の表層及び温度差の深層である。
【００４５】
　（９）特定の地質であり、例えば、砂漠及びその周辺の環境など。
　この自然サーモキャリアの熱作動で対流する放熱システムは、下記のような補助システ
ムを拡大又は増設することができる。その含むものは、下記の通りである。
【００４６】
　１．場所の需要又は経済的な利益のため、熱交換流体の排出口に流体を動かせるターボ
を増設することで、回転の機能の出力を生じさせて、発電機又はその他の負荷を駆動する
ものである。
【００４７】
　２．機能の増強及び効果のサポートを必要とする場合、熱作動で対流する装置の進入口
、排出口又は流路の中に、必要によって補助の流体ポンプを増設することができる。それ
は、自然環境の流動エネルギーを使う熱作動型、太陽エネルギー発電の熱作動型又は別に
補助電力を増設する流体ポンプで駆動するものを含むのである。
【００４８】
　３．機能の増強及び効果のサポートを必要とする場合、熱作動で対流する装置の中に必
要によって流体の加熱装置を増設することができる。
　４．下に流れる流体の配管１０６及び上に流れる流体の配管１０７の内部は、手すり及
び梯子として上下に配列する横の長方形を呈する構造を使っても良いのである。
【００４９】
　５．下に流れる流体の配管１０６及び上に流れる流体の配管１０７は、傾く構造を呈し
、人が歩ける階段を設けている構造を使っても良いのである。
　６．上に流れる流体の配管１０７の出口及び下に流れる流体の配管１０６の入口は、必
要によって保護ネット又は保護カバーを増設することができる。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】本発明の実施例による自然サーモキャリアの熱作動で対流する放熱システムの開
放型を呈する放熱システムの立体構造の斜視図である。
【図２】図１の断面図である。
【図３】図１の自然サーモキャリアの熱作動で対流する放熱システムの封鎖流路を呈する
封鎖型の放熱システムの立体構造の斜視図である。
【図４】図３の断面図である。
【図５】本発明による自然サーモキャリアの熱作動で対流する放熱システムの能動熱作動
器の内部に熱伝導フィン又は逆流防止め板が増設される開放型放熱システム構造例の斜視
図である。
【図６】図５の断面図である。
【図７】本発明による自然サーモキャリアの熱作動で対流する放熱システムの能動熱作動
器の内部に熱伝導フィン又は逆流防止め板が増設される封鎖型放熱システム体構造例の斜
視図である。
【図８】図７の断面図である。
【図９】本発明の一実施例による自然サーモキャリアの熱作動で対流する放熱システムの
能動熱作動器が螺旋パイプ形状を呈する開放型放熱システム構造の斜視図である。
【図１０】図９の断面図である。
【図１１】本発明による自然サーモキャリアの熱作動で対流する放熱システムの能動熱作
動器又は能動放熱器が螺旋パイプ形状を呈する封鎖型放熱システム構造例の斜視図である
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。
【図１２】図１１の断面図である。
【図１３】本発明による自然サーモキャリアの熱作動で対流する放熱システムの能動熱作
動器が曲がるパイプ形状を呈する開放型放熱システム構造例の斜視図である。
【図１４】図１３の断面図である。
【図１５】本発明による自然サーモキャリアの熱作動で対流する放熱システムの能動熱作
動器又は能動放熱器が曲がるパイプ形状を呈する封鎖型放熱システム構造例の斜視図であ
る。
【図１６】図１５の断面図である。
【図１７】本発明による自然サーモキャリアの熱作動で対流する放熱システムの能動熱作
動器のガイドフロー横断面がより大きいサイズの導管形状を呈する開放型放熱システム構
造例の斜視図である。
【図１８】図１７の断面図である。
【図１９】本発明による自然サーモキャリアの熱作動で対流する放熱システムの能動熱作
動器又は能動放熱器のガイドフロー横断面がより大きいサイズの導管形状を呈する封鎖型
放熱システム構造例の斜視図である。
【図２０】図１９の断面図である。
【図２１】本発明による自然サーモキャリアの熱作動で対流する放熱システムの能動熱作
動器の複数のパイプが分流することを呈する開放型放熱システム構造例の斜視図である。
【図２２】図２１の断面図である。
【図２３】本発明による自然サーモキャリアの熱作動で対流する放熱システムの能動熱作
動器又は能動放熱器の複数のパイプが分流することを呈する封鎖型放熱システム構造例の
斜視図である。
【図２４】図２３の断面図である。
【図２５】本発明による自然サーモキャリアの熱作動で対流する放熱システムの能動熱作
動器又は熱交換流体が異なる穴直径を呈するパイプ構造を嵌めて構成される開封型放熱シ
ステム構造例の斜視図である。
【図２６】図２５の断面図である。
【図２７】本発明による自然サーモキャリアの熱作動で対流する放熱システムの能動熱作
動器又は能動放熱器が異なる穴直径を呈するパイプ構造を嵌めて構成する封鎖型放熱シス
テム構造例の斜視図である。
【図２８】図２７の断面図である。
【図２９】本発明による自然サーモキャリアの熱作動で対流する放熱システムの能動熱作
動器がより小さい穴直径のパイプ形状構造の配管をループ形状のパイプに貫通して設ける
ことで構成される配管の内穴と結び付けることで構成される開放型放熱システム構造例の
斜視図である。
【図３０】図２９の断面図である。
【図３１】本発明による自然サーモキャリアの熱作動で対流する放熱システムの能動熱作
動器及び能動放熱器の間に、より小さい穴直径のパイプ形状構造の配管を、ループ形状の
パイプに貫通して設けることで構成される配管の内穴が、共同で構成する封鎖型放熱シス
テム構造例の斜視図である。
【図３２】図３１の断面図である。
【図３３】本発明による自然サーモキャリアの熱作動で対流する放熱システムの能動熱作
動器の複数セットのパイプ形状の構造を交差して設けることで構成される開放型放熱シス
テム構造例の斜視図である。
【図３４】図３３の断面図である。
【図３５】本発明による自然サーモキャリアの熱作動で対流する放熱システムの能動熱作
動器又は能動放熱器が複数セットのパイプ形状の構造を交差して設けることで構成される
封鎖型放熱システム構造例の斜視図である。
【図３６】図３５の断面図である。
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【符号の説明】
【００５１】
　１００　熱作動で対流する装置、１０１　自然サーモキャリア、１０２　温度差体、１
０３　放熱を受ける温度差体、１０４　熱交換流体、１０６　下に流れる流体の配管、１
０７　上に流れる流体の配管、１０８　能動熱作動器、１０９　断熱構造、１１１　配管
の進入口、１１２　配管の排出口、２００　∩形状の放熱対流装置、２０１　能動放熱器
、２０２　熱伝導フィン、２１２　下端の出口、２２１　上がる流体の配管、２２２　下
げる流体の配管、３３２　パイプ直径がより小さい配管、３３３　ループ形状のパイプで
構成される配管、３３４　ループ形状のパイプで構成される配管のトップ部の封鎖端面、
３３５　穴直径がより小さい配管のトップ部のガイドフローホール、１００１　熱伝導フ
ィン、１００２　止め板、１３０１　外部パイプ、１３０２　外部パイプの底部の封鎖端
面、１３０３　内部パイプ、１３０４　内部パイプの底部、１３０５　ガイドフローの隙
間、１３０６　外部パイプのトップ部の封鎖端面、１３０７　内部パイプのトップ部の封
鎖端面、１３０８　ガイドフローホールの経路、１３０９　ガイドフローパイプ、１３１
０　内部パイプのトップ部、２００１　ろ過装置、２００２　保護キャップの構造

【図１】 【図２】



(21) JP 4903988 B2 2012.3.28

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(22) JP 4903988 B2 2012.3.28

【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】



(23) JP 4903988 B2 2012.3.28

【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】



(24) JP 4903988 B2 2012.3.28

【図１５】 【図１６】
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【図２１】 【図２２】



(26) JP 4903988 B2 2012.3.28

【図２３】 【図２４】

【図２５】 【図２６】
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【図３１】 【図３２】

【図３３】 【図３４】
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